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あ
ら
ま
し

　市政の現状と主な施策等についてご報告します。始めに、なめがた地域医療センターの救急医療・入
院機能休止に伴う不安の声に対し、県や県議会、病院運営事業者等と継続して協議や要望活動等を行い、
入院機能と救急機能の段階的回復に全力で取り組みます。
次に、出産祝金支給事業において出生時の一律 10万円に
加え１歳から３歳の誕生日給付を新設し、子育てに投資す
るまちとして若い世代に選ばれる自治体を目指します。農
畜水産業者向けに国の交付金を活用した支援金制度を 6月
から開始しましたが、中東情勢悪化に伴う農業用資材等の
高騰は深刻な問題であり、国に対して実態調査と対策拡充
を強く要望していきます。また、東関東自動車道水戸線の
鉾田 IC から行方 IC は今秋開通見込みであり、9月 12日
に開通記念プレイベントを予定しています。全線開通を踏
まえ北浦複合団地への企
業誘致の早期実現を図っ
ていきます。皆様には、
引き続きご理解とご協力
を賜りますようお願い申
し上げます。

第２回定例会　市長あいさつ及び提案理由の説明�（一部抜粋）

令和8年 第２回臨時会・第２回定例会第２回臨時会・第２回定例会
◆第２回（５月）臨時会は５月１日に開催され、補正予算を含む報告３件、議案２件が
市長から提出されました。審査の結果、原案のとおり可決・承認されました。
◆第２回（６月）定例会は、６月１日から 18日までの 18日間にわたり開催され、報
告５件のほか、条例の改正、補正予算など議案６件が市長から提出されました。議案は、
審査の結果、いずれも原案のとおり、可決・承認されました。また、一般質問では７
名の議員が登壇し、市の方針等を質しました。

第
２
回
定
例
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

　
６
月
１
日（
月
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
期
の
決
定
、
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

　
　
　
３
日（
水
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
４
日（
木
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
８
日（
月
）【
本
会
議
】議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　
９
日（
火
）【
総
務
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
10
日（
水
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
12
日（
金
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
18
日（
木
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】委
員
長
報
告
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
日
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　
　
　
　
　
【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
　
　
　
　
【
本
会
議
】委
員
長
報
告
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
員
の
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

第
２
回
臨
時
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
８
ペ
ー
ジ

５
月
１
日
（
金
）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
会
期
の
決
定
、
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
議
案
の
上
程
、
説
明
、
質
疑

　
　
　
　
委
員
会
付
託

【
総
務
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

【
本
会
議
】委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
閉
会

▲臨時会の様子
　はこちらから

▼定例会の様子は
こちらから
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審査の内容を一部抜粋してお伝えします。議決結果は６ページをご参照ください。

令和８年第２回行方市議会定例会 付託案件の審査

　
行
方
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
行
政
手
続
法
（
平
成
５
年
法
律
第
88
号
）
の
改
正

に
伴
い
、
聴
聞
の
通
知
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
の

通
知
の
方
式
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
関
係
規
定
を

整
備
す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
該
当
す
る
具
体
例
に
つ
い
て

　
行
政
処
分
に
は
、
法
に
基
づ
く
処
分
と
市
の
条

例
に
基
づ
く
処
分
が
あ
り
ま
す
。
法
に
基
づ
く
処

分
は
、生
活
保
護
法
に
基
づ
く
生
活
保
護
の
停
止・

廃
止
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定
の
取

消
し
等
で
す
。
市
の
条
例
に
基
づ
く
処
分
で
は
、

介
護
保
険
条
例
の
保
険
料
減
免
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
全
て
の
不
利
益
処
分
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
示
を
行
う
の
か

　
相
手
方
が
判
明
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
書
面
に
よ
る
通
知
で
行
い
ま
す
。
相
手
方

の
所
在
が
判
明
し
な
い
場
合
の
み
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
書
面
の
公
示
を
並
行
し
て
行
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

　
行
方
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
８
年
法
律
第
２
号
）

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
法
律
改
正
に
あ

わ
せ
て
、
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
関
係
条
項
等

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
税
制
改
正
で
防
衛
特
別
所
得
税
が
創
設
さ
れ
る

が
、
期
間
は
あ
る
の
か

　
令
和
10
年
１
月
１
日
に
施
行
予
定
で
、
終
了
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

　
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲

渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
の
特

例
の
見
直
し
に
伴
う
改
正
の
内
容
に
つ
い
て

　

 

国
土
交
通
省
が
認
定
す
る
整
備
計
画
に
お
い

て
、
都
市
部
の
再
開
発
や
道
の
拡
張
な
ど
に
付
随

し
た
土
地
の
譲
渡
に
関
す
る
も
の
が
該
当
と
な
り

ま
す
。
現
在
、
行
方
市
に
は
対
象
と
な
る
整
備
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
96
条
第

１
項
第
５
号
及
び
行
方
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
平
成

17
年
行
方
市
条
例
第
49
号
）
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
、

提
案
す
る
も
の

　
１　
契
約
の
目
的　
　
麻
生
運
動
場
体
育
館
大
規

　
　
　
模
改
修
及
び
空
調
設
備
整
備
工
事

　
２　
契
約
の
方
法　
　
一
般
競
争
入
札

　
３　
契
約
金
額　
　
　
４
億
７
０
８
０
万
円

　
４　
契
約
の
相
手
方　
行
方
市
新
宮
７
４
５
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
﨑
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役　
藤
﨑　
政
行

　
５　
工
期　
　
　
　
　
議
決
日
の
翌
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
令
和
９
年
３
月
17
日
ま
で

　
入
札
者
数
に
つ
い
て

　
藤
崎
建
設
工
業
株
式
会
社
、
株
式
会
社
ミ
ノ
ワ
、

常
総
開
発
工
業
株
式
会
社
の
３
社
で
す
。

　
建
築
資
材
の
確
保
と
工
期
内
の
工
事
完
了
に
つ
い

て
　

建
築
資
材
は
問
題
な
く
手
配
で
き
る
予
定
な
の

で
、
工
期
内
完
了
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

教
育
厚
生

員
委

会
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令
和
８
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
１
８
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

　
　
地
域
未
来
交
付
金

　
財
源
を
地
域
未
来
交
付
金
へ
と
入
替
を
行
っ
た

経
緯
は

　
図
書
館
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
地
域
未
来

交
付
金
が
電
子
図
書
館
で
活
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
申
請
を
行
い
、
今
回
、
財
源
を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
　
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
利
子
補
給
補
助
金

　
補
助
金
の
該
当
す
る
内
容
お
よ
び
採
択
さ
れ
た

事
業
の
件
数
に
つ
い
て

　
農
業
経
営
改
善
計
画
の
達
成
に
必
要
と
さ
れ
る

も
の
が
該
当
し
ま
す
。
例
え
ば
、
農
地
の
取
得
や

改
良
、
農
業
経
営
施
設・機
械
等
の
改
良
や
取
得
、

農
産
物
加
工
処
理
施
設
の
改
良
や
造
成
等
が
対
象

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
対
象
者
は
養

鶏
業
者
１
者
と
農
業
者
２
名
で
す
。

　
令
和
８
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
１
８
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

　
　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備
事
業

　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
株
式
会
社
に
お
け
る

Ｐ
Ｒ
の
手
法
や
市
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
電
車
の
中
吊
り
広
告
や
イ
ン
ス

タ
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活
用
な
ど
適

宜
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
、
市
と
の
定
例

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。様
々
な
意
見
を
交
換
し
、

今
回
の
虹
の
塔
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
市
が
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
来
訪
者
を
増
や

す
努
力
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
観
光
振
興
事
業

　
観
光
Ｐ
Ｒ
看
板
設
置
工
事
の
予
算
の
計
画
性
は

あ
る
の
か

　
予
算
を
効
率
的
に
適
時
適
切
に
使
用
す
る
た
め

に
、
過
疎
対
策
事
業
債
等
の
活
用
が
で
き
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
今
回
の
補
正
予
算
で
計
上
し
ま
し

た
。で
き
る
限
り
当
初
予
算
に
盛
り
込
み
ま
す
が
、

適
時
適
切
に
補
正
予
算
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

予
算
決
算

任
常

委
員
会

　
令
和
８
年
度
行
方
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生

じ
た
の
で
、地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）

第
２
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も

の
　
　
保
険
料
還
付
金

　
還
付
金
の
内
容
に
つ
い
て

　
一
番
多
い
の
は
、
亡
く
な
っ
た
方
の
保
険
料
の

還
付
で
す
。
亡
く
な
る
と
月
割
り
で
保
険
料
を
返

す
事
に
な
っ
て
お
り
、
保
険
料
の
還
付
事
務
手
続

が
生
じ
ま
す
。

　
死
亡
届
出
を
提
出
し
た
際
に
、
還
付
に
つ
い
て

の
書
類
等
を
渡
さ
な
い
の
か

　
死
亡
等
に
よ
る
手
続
に
来
庁
さ
れ
た
際
に
、
各

担
当
課
で
そ
の
後
の
手
続
に
関
す
る
案
内
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、来
庁
さ
れ
な
い
方
も
い
ま
す
が
、

連
絡
先
等
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。



行方市の情報をスマートフォンやタブレット、パソコンで！

まちの情報をまちの情報を
電子アプリでお届けします電子アプリでお届けします

紙
報
広

紙
報
広 日日

　
常常 し

ら
く

し
ら
く 防防

　
災災

無料 FREE

カタログポケット

Catalog Pocket
「Catalog Pocket」は

まちのさまざまな情報を閲覧できるアプリです。
アプリ上で登録をすれば

プッシュ通知で確実に情報をお届け。
多言語対応＆音声読み上げもできます。

Catalog Pocket
カタポケ ■iPhone ■Android

PC も可無料 FREE
 ※ PC 版はプッシュ通知はありません。

まちのまちの

広報紙広報紙

行方市のコンテンツはこちら▶

※　デジタルブックの配信は発行日の 10日後となります。
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各委員会への 付託が省略された議案
議決結果は６ページをご参照ください。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す
る
こ
と
に

つ
い
て

 

▼
令
和
７
年
度
行
方
市
一
般
会
計
継
続
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

 

▼
令
和
７
年
度
行
方
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

 

▼
令
和
７
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

 

▼
令
和
７
年
度
行
方
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て
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～　議会へ請願・陳情される方へ　～

請願・陳情とは、市民が市政についての要望や意見を
直接「議会」に提出する方法です。

※　請願書（陳情書）はその要旨、
理由を簡単に分かりやすく
書いてください。

※　提出年月日、請願（陳情）
者の住所、署名又は記名押
印してください。

※　請願書は、１人以上の紹介議
員が必要で、表紙に自筆によ
る署名又は記名押印が必要
です。

※　紹介議員がつかないときは、
陳情書としてください。

※　提出方法については、議会
事務局へお問い合わせくだ
さい。

○○○に関する
請願（陳情）書

紹介議員
署名又は
記名押印　　　　　印

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

令和　年　月　日
請願（陳情）者の住所
署名又は
記名押印　　　　　印
行方市議会議長　　殿

（表紙例） （内容例）

《市長提出議案》

令和８年第２回行方市議会定例会　提出議案議決結果

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

報告第 ５ 号
専決処分の報告について
（損害賠償の額を定め、和解することについて）

― ―

報告第 ６ 号 令和７年度行方市一般会計継続費繰越計算書の報告について ― ―

報告第 ７ 号
令和７年度行方市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ
いて

― ―

報告第 ８ 号
令和７年度行方市水道事業会計予算繰越計算書の報告につい
て

― ―

報告第 ９ 号
令和７年度行方市下水道事業会計予算繰越計算書の報告につ
いて

― ―

議案第 27 号 行方市行政手続条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 総務委員会

議案第 28 号 行方市税条例の一部を改正する条例について 原案可決（全会一致） 総務委員会

議案第 29 号 工事請負契約の締結について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会
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令和８年第２回行方市議会定例会　補正された予算
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議案第 30 号

一般会計補正予算

（第２号）

868 万 8 千円 増額

（210 億 3,657 万 8 千円）

・コミュニティ助成事業補助金　/　250 万円

・農業経営基盤強化資金利子補給補助金　/� 588 万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

原案可決

（全会一致）

議案第 31 号

一般会計補正予算

（第３号）

1,205 万 5 千円 増額

(210 億 4,863 万 3 千円 )

・観光 PR 看板設置工事　/　775 万 5 千円

・虹の塔投光照明更新工事　/　330 万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

原案可決

（全会一致）

議案第 32 号

後期高齢者医療

特別会計補正予算

（第１号）

549 万 9 千円 増額

(6 億 5,649 万 9 千円 )
・保険料還付金　/　549 万 9 千円

原案可決

（全会一致）

※補正予算は予算決算常任委員会に付託されました。

なめがたネット放送局を検索し、市議会録画中継へ

これまでの録画中継はこちらから▶

本会議の様子を「なめがたエリアテレビ」
にて、生中継しています。

　インターネット（パソコン、ス
マホ）では、録画中継をしています。
　現在、平成 31 年第１回定例会
からご覧になれます。令和８年第
２回臨時会、第２回定例会も公開
しています。
　※令和８年度第２回定例会の一般質
問の様子は、P10 〜 13 の各議員の
顔写真下にある QR コードを読み取
ると、議員本人の動画をすぐにご覧
いただけます。
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議案は、各常任委員会に付託され審査されました。

令和８年第２回行方市議会臨時会 議案の審議
　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
行
方
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
）

　
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
８
年
法
律
第
２
号
）

が
令
和
８
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
、
令
和
８
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
行
方
市
税
条

例
（
平
成
17
年
行
方
市
条
例
第
54
号
）
の
一
部
を
改

正
し
、
同
日
か
ら
施
行
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
る
も
の

　
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
が
廃
止
に
な
っ
た

事
に
伴
う
、
市
の
税
収
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

　
減
収
分
は
、
国
か
ら
地
方
交
付
税
と
し
て
補
填

さ
れ
ま
す
。

　
環
境
性
能
割
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
車
購
入
時
の

税
や
13
年
を
超
え
る
車
に
加
算
さ
れ
る
税
が
無
く

な
る
の
か

　
軽
自
動
車
購
入
時
に
支
払
っ
て
い
た
環
境
性
能

割
に
つ
い
て
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
13
年
以
上
経

過
し
た
軽
自
動
車
に
課
す
税
に
つ
い
て
は
、
従
来

通
り
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
行
方
市
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
次
代
を
担
う
子
の
誕
生
を
祝
福
し
、
子
育
て
家
庭

を
経
済
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、
新
た
な
出
産
祝
金

を
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
支
給
方
法
を
１・２・３
歳
ご
と
に
分
け
る
理
由

に
つ
い
て

　
子
供
の
発
達
が
著
し
く
、
育
児
負
担
が
特
に
集

中
す
る
３
歳
ま
で
の
時
期
は
、大
切
な
期
間
で
す
。

こ
の
時
期
に
焦
点
を
当
て
、
経
済
的
・
精
神
的
な

支
援
を
１
年
ご
と
に
手
厚
く
行
う
こ
と
で
、
子
供

の
安
定
し
た
成
長
を
促
す
と
と
も
に
、
保
護
者
の

就
労
や
社
会
参
加
の
両
立
を
支
援
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、定
住
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

支
援
の
支
給
期
間
を
３
年
と
し
て
い
ま
す
。

　
継
続
性
を
保
て
る
の
か

　
継
続
性
を
保
つ
た
め
、
市
の
財
政
状
況
を
考
慮

し
、
出
産
祝
金
の
上
限
を
最
大
50
万
円
に
設
定
し

ま
し
た
。
鹿
行
地
区
に
お
い
て
出
産
祝
金
を
支
給

し
て
い
る
の
は
行
方
市
の
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な

子
育
て
支
援
が
継
続
出
来
る
よ
う
、
様
々
な
情
報

を
収
集
し
、
制
度
内
容
の
見
直
し
や
改
善
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
行
方
市
一
般
会
計
に
補
正（
第
９
号
）

の
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

　
財
政
調
整
基
金
の
積
立
金
額
に
よ
っ
て
、
地
方

交
付
税
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

　
財
政
調
整
基
金
の
積
立
が
多
い
場
合
は
、
地
方

交
付
税
に
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
目
標
値
を
定
め
運
用
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
８
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
１
８
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

　
行
方
市
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
支
給
要
件
に
国

籍
は
関
係
あ
る
の
か

　
国
籍
等
関
係
な
く
、
令
和
８
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
行
方
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
が
支
給

要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
決
算

任
常

委
員
会

総
務
委
員
会

教
育
厚
生

員
委

会



9 行方市議会だより No.84

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解
す
る
こ
と
に

つ
い
て

専
決
処
分

報
の

告

《市長提出議案》

令和８年第２回行方市議会臨時会　提出議案議決結果
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

報告第 ２ 号
専決処分の報告について
（損害賠償の額を定め、和解することについて）

― ―

報告第 ３ 号
専決処分の承認を求めることについて
（行方市税条例の一部を改正する条例について）

原案承認（全会一致） 総務委員会

議案第 25 号 行方市出産祝金支給条例の制定について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会

　議会では、提出された議案について、専門的な審査を
行う委員会に付託するのが原則となっています。しか
し、緊急を要する案件（災害に関する補正予算など）、
内容が軽微又は明白な案件（意見が分かれる余地がない
もの）、人事案件（本会議で即決されることが多いもの）
などは、付託が省略される事があります。

議会メモ：
「付託が省略された議案」とは…

各委員会への 付託が省略された議案

令和８年第２回行方市議会臨時会　補正された予算（令和７年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

報告第 ４ 号
一般会計（第 9 号）

1 億 8,228 万 8 千円増額
（222 億 1,604 万 8 千円）

・公共施設整備基金積立金　/　1 億 8,131 万 7 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

原案承認
（全会一致）

令和８年第２回行方市議会臨時会　補正された予算（令和８年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議案第 26 号
一般会計（第 1 号）

9,789 万円　増額
（210 億 2,789 万円）

・こども家庭センター事業　/　600 万円
・農畜水産業者等エネルギー高騰対策支援金 /
� 8,750 万円
・通学路整備事業 /　409 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

原案可決
（全会一致）

※補正予算は予算決算常任委員会に付託されました。



市の考えを問います
一 般 質 問

小野瀬　忠利 議員
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６月３日（４議員）
小野瀬　忠利（一問一答）………10ページ
　１．子育て支援
　２．学校教育

宮嵜　和洋（一問一答）…………11ページ
　１．交通弱者への対策
　２．市民の居場所

髙木　正（一括後一問一答）………11ページ
　１．世情の流動的構造変容への不安やその深刻度、混

迷は増すばかりであり、恒常的に財政力の厳しい
行方市にとってまさに正念場と考えるが、行財政
運営上の見解を問う

伊勢山　仙寿（一問一答）………12ページ
　１．北浦複合団地の取組について
　２．市民のまちおこしについて
　３．物価高騰について

７名の議員が登壇し、執行部に対し方針等を問いま
した。
紙面の内容は、質問・答弁共に議員自らが要約・執
筆、寄稿したものを掲載しています。

６月４日（３議員）
髙橋　正信（一括後一問一答）……12ページ
　１．防災対策

阿部　孝太郎（一括後一問一答）…13ページ
　１．地域医療に関して
　２．出産祝金について

小林　久（一括後一問一答）………13ページ
　１．職員採用
　２．ごみ処理
　３．農業振興センター

子
育
て
支
援

問　
就
学
前
の
子
供
た
ち
の
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
。
令
和
７
年
に
出
生
し
た

子
供
が
78
人
。
令
和
元
年
の
１
５
９
人

か
ら
半
減
し
て
い
る
状
況
で
、
市
内
に

９
ヶ
所
あ
る
保
育
施
設
の
経
営
が
今
後

成
り
立
っ
て
い
く
の
か
。
行
政
と
し
て

幼
児
保
育
・
教
育
に
対
し
て
、
今
後
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

答　
市
民
福
祉
部
長　
ま
ず
は
定
員
を

減
ら
す
こ
と
で
１
人
当
た
り
の
公
定
価

格
を
上
げ
、
あ
る
程
度
の
収
入
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
く
。
そ
れ
以
上
の
減
少
に

つ
い
て
は
後
々
、
数
字
を
見
な
が
ら
、

ま
た
、
経
営
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
る

か
な
ど
全
体
的
に
考
え
な
が
ら
、
単
独

で
補
助
を
出
す
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

答　
市
長　
行
政
と
し
て
も
ど
の
よ
う

な
形
で
民
間
の
保
育
施
設
の
皆
さ
ん
と

共
存
し
な
が
ら
子
供
た
ち
の
た
め
に
、

施
設
運
営
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る

か
い
ろ
い
ろ
な
形
で
協
議
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
方
向
性
を
出
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育

問　
公
立
幼
稚
園
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て

答　
教
育
部
長　
現
在
22
名
と
か
な
り

少
数
の
園
児
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
幼
稚
園
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

委
員
会
で
１
園
に
統
合
す
る
旨
の
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
こ
の
答
申
に

基
づ
き
、
行
方
市
公
立
幼
稚
園
適
正
配

置
検
討
委
員
会
で
、
適
正
な
園
数
、
保

育
年
数
、
機
能
形
態
、
配
置
に
関
す
る

必
要
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
適
正

配
置
計
画
が
ま
と
ま
る
予
定
で
す
。
こ

れ
を
受
け
、
市
長
か
ら
公
立
幼
稚
園
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
策
定
が
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答　
市
長　
幼
稚
園
の
在
り
方
検
討
委

員
会
よ
り
令
和
９
年
度
に
は
１
園
化
す

べ
き
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
期
に
令
和
９
年
度
以
降
の
公
立
幼
稚

園
の
在
り
方
を
検
討
し
た
上
で
、
市
民

の
皆
様
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

※ QR コードを読み取ると、各議員の
　一般質問の動画がご覧いただけます。

動画はこちらから



一般質問

髙木　正 議員

宮嵜　和洋 議員

動画はこちらから

動画はこちらから
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世
情
の
流
動
的
構
造
変
容
へ

の
不
安
や
そ
の
深
刻
度
、
混

迷
は
増
す
ば
か
り
で
あ
り
、

恒
常
的
に
財
政
力
の
厳
し
い

行
方
市
に
と
っ
て
ま
さ
に
正

念
場
と
考
え
る
が
、
行
財
政

運
営
上
の
見
解
を
問
う

問　
市
民
生
活
中
心
の
必
然
的
行
政
と

し
て
、
世
情
の
流
動
的
構
造
変
容
へ
の

不
安
や
そ
の
深
刻
度
、
混
迷
は
増
す
ば

か
り
で
あ
り
、
恒
常
的
に
財
政
の
厳
し

い
行
方
市
に
と
っ
て
、ま
さ
に
正
念
場
と

考
え
る
が
、
行
財
政
運
営
指
針
を
問
う

答　
市
長　
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進

め
、
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

問　
庁
舎
の
在
り
方
と
地
域
医
療
体
制

へ
の
取
組
を
問
う

答　
総
務
部
長　
行
方
市
総
合
計
画
・

総
合
戦
略
の
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
、
庁
舎
の
在
り
方
を
再
検
討
し
ま

し
た
。
北
浦
庁
舎
及
び
玉
造
庁
舎
の
耐

震
診
断
は
８
月
下
旬
の
完
了
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

答　

市
長　
地
域
医
療
体
制
に
つ
い

て
は
、
今
後
出
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
茨
城
県
厚

生
連
の
最
終
結
論
を
踏
ま
え
、
皆
様
と

地
域
医
療
に
対
す
る
市
の
政
策
的
取
組

方
針
を
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問　
東
関
道
の
全
線
開
通
を
控
え
、
行

方
市
に
と
っ
て
、
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
最

後
で
最
大
な
転
機
で
あ
り
ま
す
。
危
機

意
識
の
中
で
の
基
本
的
考
え
を
問
う

答　
市
長　
こ
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
必
ず

生
か
す
べ
く
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

問　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整

備
事
業
の
霞
ケ
浦
ど
う
ぶ
つ
と
み
ん
な

の
い
え
に
つ
い
て
を
問
う
。
費
用
対
効

果
や
、
３
年
遅
れ
に
も
関
わ
ら
ず
令
和

６
年
７
月
31
日
オ
ー
プ
ン
に
対
し
、
な

ぜ
維
持
管
理
運
営
費
は
令
和
３
年
か
ら

は
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
、あ
る
い
は
、

雨
漏
り
補
修
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
完
了
支
払
は
な
ぜ
か
を
問
う

答　
経
済
部
長　
雨
漏
り
の
原
因
特
定

は
難
し
く
、
早
急
な
解
消
は
困
難
な
状

況
で
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
一
部
の
支

払
い
を
し
て
い
ま
す
。

問　
霞
ケ
浦
ど
う
ぶ
つ
と
み
ん
な
の
い

え
は
今
か
ら
で
も
中
断
、
や
め
て
は
ど

う
か

答　
市
長　
事
業
者
と
詳
細
を
詰
め
な

が
ら
前
進
で
き
る
よ
う
に
努
力
い
た
し

ま
す
。

交
通
弱
者
へ
の
対
策

問　
県
広
域
交
通
の
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
交
通
弱
者
政
策
に
つ
い
て

答　
市
長　
以
前
よ
り
行
方
市
が
持
っ

て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
今
後
も
近
隣
市
等
と
調
整
し
な

が
ら
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

問　
移
動
ス
ー
パ
ー
へ
の
支
援
や
協
力

体
制
の
構
築
に
つ
い
て

答　
市
長　
現
在
参
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
と
持
続
可
能
な
形
で
展
開

で
き
る
よ
う
に
、
行
政
と
し
て
は
、
最

大
限
努
力
し
て
い
く
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
休
止
し
て
い
る
移
動
市
役
所
の
今

後
の
利
用
法
に
つ
い
て

答　
市
長　
一
旦
休
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
ご
活
用
い
た
だ
き
や
す
い

体
制
を
つ
く
り
た
い
の
で
、
現
在
、
民

間
の
皆
さ
ん
も
含
め
て
協
議
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
居
場
所

問　
大
き
め
の
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

答　
企
画
部
長　
地
域
振
興
施
設
の
基

本
計
画
に
お
い
て
、
約
１
５
０
０
㎡
の

芝
生
広
場
と
小
型・中
型
遊
具
、
ま
た
、

屋
外
に
約
50
㎡
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
な

ど
の
計
画
も
し
て
い
ま
す
。

答　
市
長　
可
能
で
あ
れ
ば
、
大
型
遊

具
の
配
置
や
、
芝
生
の
公
園
、
全
天
候

型
で
雨
風
で
も
遊
べ
る
、
あ
る
程
度
の

温
度
管
理
が
さ
れ
常
に
子
供
た
ち
が
遊

べ
る
よ
う
な
公
園
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

問　
公
民
館
駐
車
場
へ
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

答　
教
育
部
長　
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
若
干
難
し
い
と
い
う
考
え
で
す
。

答　
市
長　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
乗
り
入
れ

の
話
を
す
る
機
会
が
、
ど
の
部
署
で
承

れ
る
の
か
。
公
民
館
の
話
だ
け
で
は
な

く
、
市
と
し
て
運
営
や
施
設
等
の
貸
借

等
に
お
力
添
え
が
で
き
る
も
の
な
の

か
、
庁
内
で
少
し
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
休
止
中
の
移
動
市
役
所
を
転
用
し

た「
移
動
児
童
館
」の
可
能
性
に
つ
い
て

答　
市
長　
移
動
児
童
館
と
い
う
よ
う

な
考
え
方
も
非
常
に
検
討
に
値
す
る
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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髙橋　正信 議員

伊勢山　仙寿 議員

動画はこちらから
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北
浦
複
合
団
地
の
取
組
に
つ

い
て

問　
北
浦
複
合
団
地
の
取
組
に
つ
い
て

答　
市
長　
現
在
、
国
及
び
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
か
ら
東
関
東
自
動
車

道
水
戸
線
が
令
和
８
年
度
中
に
全
線
開

通
す
る
見
通
し
が
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
は
、陸・

海
・
空
を
結
ぶ
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
で

あ
り
、
開
通
に
よ
り
本
市
の
交
通
利
便

性
や
物
流
効
率
は
大
き
く
向
上
す
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
東

関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
開
通
を
本
市

発
展
の
大
き
な
好
機
と
捉
え
て
お
り
、

特
に
行
方
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
接

す
る
北
浦
複
合
団
地
は
本
市
の
企
業
誘

致
の
核
と
な
る
重
要
な
産
業
用
地
で
あ

り
、
積
極
的
な
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

答　
副
市
長　
茨
城
県
と
の
連
携
に
お

い
て
、
本
庁
の
立
地
推
進
本
部
及
び
東

京
に
あ
る
立
地
推
進
東
京
総
括
本
部
と

相
互
訪
問
を
行
う
な
ど
連
携
体
制
を
構

築
し
、
県
が
主
体
と
な
り
、
本
市
へ

の
企
業
誘
致
活
動
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
の
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て

問　
市
民
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
３
地
区

（
繁
昌
・
南
高
岡
・
小
貫
）
で
開
催
さ

れ
た
事
に
つ
い
て

答　
企
画
部
長　
市
民
が
主
体
と
な
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
の
醸
成
等

の
創
出
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
本
市
と
し
て
も
今
後
、
市
民
主
体

の
活
動
の
支
援
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
イ
ベ
ン
ト
を
市
民
が
お
こ
な
う
際

の
補
助
金
に
つ
い
て

答　
企
画
部
長　
以
前
は
地
域
活
性
化

を
図
る
目
的
と
し
た
補
助
金
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
再
度
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

物
価
高
騰
に
つ
い
て

問　
物
価
高
騰
に
つ
い
て
問
う

答　
市
長　
長
引
く
物
価
高
騰
や
国
際

情
勢
の
不
安
定
化
に
伴
う
燃
料
費
、
資

材
費
、
肥
料
、
飼
料
価
格
等
の
上
昇

は
、
農
畜
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
事

業
者
の
経
営
や
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
国
、
県
へ
の
要
望
活
動
も
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

防
災
対
策

問　
自
然
災
害
の
激
甚
化
、
頻
発
化
が

進
む
中
、
気
象
専
門
家
の
役
割
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
気
象
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約

を
し
て
い
た
だ
き
本
市
の
防
災
対
策
へ

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
な
い
も
の
か

答　
市
長　
災
害
時
に
お
け
る
専
門
的

な
助
言
は
も
と
よ
り
、
平
常
時
に
お
け

る
防
災
訓
練
や
防
災
教
育
、
職
場
研
修

な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
上
で
も
、
ご
提
案
の
気
象
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
果
た
す
役
割
は
大
変

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
は
業
務
内
容
や
任
用
方
法
等

の
整
理
を
進
め
な
が
ら
前
向
き
に
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
正
が
令
和
３
年
５
月
に

公
示
さ
れ
施
行
さ
れ
た
。
福
祉
避
難
所

の
指
定
を
促
進
し
、
事
前
に
受
入
れ
対

象
者
を
調
整
し
て
災
害
時
の
直
接
避
難

等
を
促
進
し
要
配
慮
者
の
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
が
改
正
の
趣
旨
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
国
の
呼
び
か
け
に
対

し
て
市
長
よ
り
所
見
を
伺
う

答　
市
長　
災
害
リ
ス
ク
が
激
甚
化
し

て
い
る
中
で
国
の
方
針
に
基
づ
い
た
、

こ
の
よ
う
な
取
組
は
非
常
に
重
要
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
早
急
に
担
当
部
署

と
協
議
を
し
な
が
ら
、
次
の
段
階
へ
進

ん
で
い
け
る
よ
う
な
形
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　
災
害
時
の
避
難
方
法
と
し
て
、
車

中
泊
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
確
保
の
点
か
ら
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
行
方
市
と
し
て
こ
の

車
中
泊
避
難
に
対
す
る
考
え
は

答　
総
務
部
長　
市
防
災
計
画
に
お
い

て
車
中
泊
に
対
す
る
指
定
避
難
所
の

指
定
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

ル
ー
ル
づ
く
り
等
に
つ
い
て
具
体
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
災
害
時
に
お
け
る
水
の
確
保
、
行

方
市
に
お
い
て
４
ヶ
所
に
耐
震
性
貯
水

槽
が
あ
る
が
、
そ
の
上
で
災
害
用
井
戸

の
事
前
登
録
制
度
の
取
組
が
必
要
だ
と

思
う
が
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
伺
い

た
い

答　
総
務
部
長　
耐
震
性
貯
水
槽
で
市

民
の
３
日
分
程
度
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
降
の
分
を
考
え
る
と
、
井

戸
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
災

害
用
井
戸
の
登
録
制
度
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

動画はこちらから



一般質問

小林　久 議員

阿部　孝太郎 議員
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地
域
医
療
に
関
し
て

問　
地
域
医
療
の
現
状
と
市
の
基
本
方

針
に
つ
い
て

答　
市
長　
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
は
、
身
近
な
地
域
で
必

要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体

制
の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。
茨
城
県
の

地
域
医
療
構
想
で
は
、
今
後
も
医
療
需

要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
急
性

期
か
ら
回
復
期
へ
の
機
能
分
化
や
在
宅

医
療
、
介
護
と
の
連
携
な
ど
、
地
域
全

体
で
支
え
る
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体

制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
関
係
機
関
と
の
協
議
状
況
及
び

成
果
に
つ
い
て

答　
市
民
福
祉
部
長　
市
で
は
、
な
め

が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
命
救
急

機
能
回
復
を
目
指
し
、
地
域
医
療
供
給

体
制
の
拡
充
に
向
け
、
茨
城
県
、
Ｊ
Ａ

茨
城
県
厚
生
連
、
地
元
医
師
会
、
各
関

係
機
関
と
協
議
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
機
能
の
段
階
的
な
回
復

と
は
別
に
、
Ｊ
Ａ
茨
城
県
厚
生
連
と
本

市
が
相
互
に
連
携
協
力
を
図
り
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療
供
給
体
制

の
確
保
と
市
民
の
安
全
安
心
の
さ
ら
な

る
向
上
及
び
現
在
の
診
療
体
制
を
維
持

す
る
旨
の
合
意
を
し
、
令
和
８
年
３
月

17
日
に
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

問　
市
営
に
よ
る
、
休
日
診
療
所
が
実

施
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か

答　
市
長　
運
営
事
業
者
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、全
体
の
病
院
経
営
の
中
で
、

休
日
・
夜
間
受
入
れ
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
あ
え
て
病
院
の
現
在
の
運
営

と
切
り
離
し
、
市
が
補
助
制
度
を
活
用

し
て
、
そ
の
よ
う
な
不
要
な
投
資
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、

一
旦
休
止
を
し
て
い
ま
す
。
今
あ
る
施

設
の
中
で
、
休
日
・
夜
間
診
療
を
速

や
か
に
受
け

て
い
た
だ
き
、

拡
充
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
の
よ
う
な

こ
と
は
常
々

協
議
の
中
で

申
し
上
げ
て

い
ま
す
。

職
員
採
用

問　
職
員
採
用

答　
市
長　
労
働
力
人
口
の
減
少
や
民

間
企
業
、
他
自
治
体
と
人
材
獲
得
競
争

の
激
化
、
職
員
の
価
値
観
の
多
様
化
に

よ
る
早
期
離
職
な
ど
、
人
材
確
保
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
30
代
40
代
の
中
堅
層
が
不

足
、
中
核
を
担
う
人
材
確
保
と
育
成
が

重
要
な
課
題
で
す
。

答　
総
務
部
長　
令
和
９
年
度
採
用
に

つ
い
て
は
、
令
和
８
年
４
月
10
日
か
ら

５
月
14
日
ま
で
前
期
の
採
用
募
集
に
当

た
っ
て
、
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各

種
メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
大
学
へ
の
求

人
票
の
配
布
な
ど
多
角
的
な
広
報
手
段

を
活
用
し
、
幅
広
い
層
か
ら
募
集
が
あ

り
ま
し
た
。
中
堅
層
は
業
務
遂
行
上
の

経
験
や
組
織
の
継
続
性
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担
う
人
材
で
あ
り
、
世
代
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
安
定
し
た
組
織
運

営
に
資
す
る
職
員
構
成
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
職
員
数
は
令
和
７
年
度

２
９
４
人
と
減
少
傾
向
で
す
。

ご
み
処
理

問　
美
化
セ
ン
タ
ー
の
火
災
対
策

答　
経
済
部
長　
市
で
は
、
ご
み
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
情
報

誌
、
市
報
に
お
い
て
有
害
ご
み
の
指
定

袋
で
の
排
出
方
法
を
周
知
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
内
で
委
託
事
業
者
に

よ
る
手
選
別
に
よ
り
作
業
を
行
う
な
ど

火
災
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　
ご
み
袋
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し

答　
経
済
部
長　
可
燃
ご
み
の
処
理
量

は
、
３
年
間
の
平
均
で
年
間
８
３
３
１

ｔ
と
若
干
の
減
少
傾
向
で
す
。
指
定
ご

み
袋
の
使
用
状
況
で
す
が
、
可
燃
ご

み
（
大
）
の
袋
は
45
リ
ッ
ト
ル
で
、
例

年
１
２
５
万
枚
程
度
の
使
用
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
仕
入
れ
は
、
年
３
回
に

分
け
て
行
い
、
初
め
の
２
回
で
年
間
販

売
量
を
確
保
し
、
本
年
度
は
、
在
庫

67
万
５
千
枚
と
本
年
度
上
期
納
入
50
万

枚
、
下
期
納
入
分
50
万
枚
の
確
保
も
可

能
な
状
況
で
す
。
令
和
８
年
度
分
の
必

要
量
は
確
保
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
過
度
な
不
安
を
抱
か
な
い
よ
う
ご

理
解
願
い
ま
す
。



委員会レポート

経済建設委員会
期日：４月17日　　委員長：伊勢山　仙寿

　建設部都市建設課より、令和８年度に実施する８事業 31 路
線についての事業概要について説明を受けました。その後、麻
生地区１か所、北浦地区２か所、玉造地区２か所の現地視察を
行い、現状の確認をしました。

議会トピックス

　この度、市政の振興に努めた功績を称え、全
国市議会議長会及び茨城県市議会議長会から５
名の議員に表彰状及び記念品が贈呈されました。

◆全国市議会議長会表彰（議員 20年）
　全国市議会議長会感謝状（評議員功績）
　茨城県市議会議長会表彰（議員 20年）
　　宮内　守　議長

◆全国市議会議長会表彰（議員 15年）
　茨城県市議会議長会表彰（議員 15年）
　　鈴木　裕　議員
　　貝塚　俊幸　議員
　　土子　浩正　議員
　　栗原　繁　副議長

今後ますますのご活躍を
お祈り申し上げます。

表彰されました
（全国市議会議長会、茨城県市議会議長会から）

（左から）
土子 浩正 議員、貝塚 俊幸 議員、鈴木 裕 議員、
宮内 守 議長、栗原 繁 副議長

所管事務調査

総務委員会
期日：６月26日　　委員長：小野瀬　忠利

　企画部魅力発信課より、ふるさと応援寄附金に関する実績、
経費、充当事業、今後の国の動向などの説明を受け、委託業者
であるまちづくり推進機構にて現在の状況等を確認しました。
■寄附金実績
　令和７年度　９億 3,005 万円
■充当事業
　未来を担うこどもを育む事業　他３事業
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委員会レポート

広報委員会
� 期日：４月 27日～ 28日　　委員長：鈴木　裕

■議会の広報広聴について（福島県福島市）
　福島市においては、議会広報を通じた市民との関わりを深める
取組が行われていました。議会だよりでは、市民が議会活動を身
近に感じられるよう、地元高校写真部との連携や図表を活用した
デザインの採用などが行われ、アンケートを通じて市民の意見を
積極的に取り入れる仕組みも構築しています。さらに、新議事堂
のオープンを契機に親子向けの議場体験ツアーを開催、また、議
会傍聴を促進する傍聴パスポートの配布を実施するなど、市民の
議会活動への理解と関心を高める取組を推進していました。

■議会の広報広聴について（福島県会津美里町）
　会津美里町は、対話型の広聴活動を重視し、議会と町民との距
離を縮めるための施策が行われていました。議会だよりの編集で
は、議会モニター制度を活用し、市民の意見を取り入れた紙面づ
くりの改善を図るなど、市民目線の広報活動を実現しています。
意見交換会「議員としゃべろうミサトーーク」では、議員全員が
参加し、住民の声を直接的に政策等に反映させる仕組みが機能し
ていました。さらに、地元高校生との意見交換会も実施し、政治
参加意識の醸成や若い世代の新しい視点を町政に取り入れる場と
して活用されていました。対話型活動を通じて議会との距離を縮める取組が際立っていました。

行政視察報告

経済建設委員会
� 期日：５月 12日～ 13日　　委員長：伊勢山　仙寿

■６次産業化 及び ワイン特区について（長野県東御市）
　東御市は気候や土壌を生かし、ワイン産業を核とした地域活性
化を進めています。養蚕業が衰退した農地を再整備して大規模な
ワイン用ぶどう畑を造成し、行政が基盤整備や醸造施設・交流拠
点「ワインテラス御堂」を整備し観光振興や交流人口拡大につな
げています。生食用ぶどうと異なる栽培法やワイナリー整備、新
規就農者支援により農業・加工・販売を一体化した６次産業化を
推進しています。特に「やる気のある担い手」を重視し、地域と
行政が連携して地域課題に対応することで、地域ブランドの確立
と産業振興につなげている点が印象的でした。

■商工業の活性化について（栃木県芳賀町）
　芳賀町は早期に都市計画を定め、昭和 55年頃から工業団地を造
成・分譲し、本田技研関連を中心に約 110 社を誘致しました。企
業立地による雇用創出や税収増により、人口減少が進む中でも若
い世代の転入増加につながっていました。近年は LRT（次世代型
路面電車システム）導入で交通利便性が向上し地域経済の波及効
果が期待される一方、既存バス路線の廃止や利用者伸び悩みといっ
た課題も顕在化し、デマンド交通やAI オンデマンドなどによる公
共交通の再編に取り組んでいました。企業と行政の協働で継続的
なまちづくりを進める姿勢が非常に参考となりました。
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の
り
よ
だ
会
議

を
想
感
ご
・
見
意
ご

。
す
ま
り
お
て
し
ち
待
お

皆様のご意見は各委員会に伝え、
今後の市政へと活かしていきます！

　行方市の主要農産物と言えばサツマイモですが、
行方市では 80 品目以上の農産物が作られているこ
と、美明豚や、沖洲のタマネギ、レンコン、イチゴ、
トマト、ネギ、マンゴーなどバラエティーに富んだ
誇れる農産物がたくさんあることを知りました。サ
ツマイモの認知度は上がってきたと思うので、道の
駅や地元の飲食店に地場産品をたくさん用いた名物
メニュー開発などを斡旋し、他の品目の PR にも力
を入れてほしいと思います。� （40 代男性）

４月
　10 日	広報委員会
　17 日	経済建設委員会
　21 日	議会運営委員会　全員協議会
　27 日～ 28 日　広報委員会行政視察
５月
　 １ 日	議会運営委員会
	 第２回臨時会
	 総務委員会　教育厚生委員会
	 予算決算常任委員会
	 全員協議会
　12 日～ 13 日　経済建設委員会行政視察
　22 日	議会運営委員会
	 全員協議会
６月
　 1 日	 議会運営委員会
	 令和８年第２回定例会（開会）
	 広報委員会
　 ３ 日	本会議（一般質問）
　 ４ 日	本会議（一般質問）
	 議会運営委員会　全員協議会
　 ８ 日	本会議
	 議会運営委員会　全員協議会
　 ９ 日	総務委員会
　10 日	教育厚生委員会
　12 日	予算決算常任委員会
	 議会運営委員会　全員協議会
　18 日	議会運営委員会　全員協議会
	 予算決算常任委員会
	 令和８年第２回定例会（閉会）
　24 日～ 25 日　教育厚生委員会行政視察
　26 日	総務委員会

広報委員会
委 員 長　鈴　木　　　裕
副委員長　宮　嵜　和　洋
委　　員　岡　田　晴　雄
　　〃　　　貝　塚　俊　幸
　　〃　　　阿　部　孝太郎
　　〃　　　髙　野　市　郎

次の定例会は　「令和８年　第３回　定例会」
９月３日（木）　開会の予定です。

〇詳細は、市議会ホームページでご案内しています。

https://www.city.namegata.ibaraki.jp/page/
dir000067.html　

〇ご不明な点は、議会事務局（☎ 0299-55-0111）
　へお問い合わせください。

ちょっとひと言!!

市民の声

～ 議会日誌 ～議 会 ト ピ ッ ク ス
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　なめがた地域医療センターの存続について、市長の公約
で期待していますが、今のところなんの広報もありません。
病院がどうなるか、すぐには結論が出ないと思いますが私
達高齢者は非常に待ち望んでいます。状況報告を早目にお
願いしたいと思います。また先日、突然の停電がありまし
たが（一部の地域）いったい何で停電しているのか、復旧
は何時頃になるのか不安な時間を過ごしました。防災無線
での状況連絡がほしかったです。� （70 代女性）

必要に応じた状況報告について
農産物について違う視点からの PRを

行方市の野菜たち

　毎朝の霞ケ浦沿いの散歩コース。霞ケ浦越しに筑波山が
きれいだ。季節ごとに色を変える水と山の景色は本当に素
晴らしい。毎日、見ていても飽きない。時々、砂浜にテン
トを張ったり、バーベキューをしたりする人がいる。最近、
感じることは、バーベキューの網やペットボトル等、ゴミ
の散乱が目立つことだ。これからは花火の残骸も加わると
思う。キャンプやバーベキューを禁止するのは、難しいと
思うので、モラルの向上を願う。� （60 代女性）

霞ケ浦湖畔をきれいに

行方市議会


